
こ
の
四
月
に
始
る
平
成
三
十
年
度
を
最
後
に
新
し
き
元
號
の
下
、
新
し
き
御
代
の
黎
明
を
待
つ
に
至
る
、
昭
和
の
大

半
と
共
に
過
ぐ
し
け
る
八
十
六
年
の
感
懷
も
亦
深
き
も
の
あ
り
。
中
に
も
來
る
べ
き
新
時
代
に
於
け
る
日
本
文
化
の
あ

り
や
う
を
維
新
以
來
の
我
が
國
の
歩
み
と
對
比
豫
想
す
る
に
於
て
、
匹
夫
の
分
際
を
越
ゆ
る
の
批
難
を
覺
悟
し
、
自
づ

か
ら
な
る
我
が
血
潮
の
躍
動
に
委
す
る
を
御
許
願
は
ん
と
す
。

平
成
十
八
年
第
一
次
安
倍
内
閣
は
戰
後
昭
和
二
十
三
年
制
定
の
教
育
基
本
法
の
改
正
を
行
ふ
。
其
の
最
重
要
點
は
前

書
き
の
「
普
遍
的
文
化
を
目
指
す
」
を
「
傳
統
を
繼
承
し
」
と
改
め
け
る
に
あ
り
、
こ
れ
近
世
の
我
が
國
の
歴
史
に
鑑

が
み
て
、
當
に
劃
期
的
の
大
轉
換
な
り
。
十
九
世
紀
、
世
界
各
地
が
歐
米
の
植
民
地
と
し
て
席
捲
せ
ら
る
ゝ
中
、
我
が

國
文
化
と
領
土
を
守
り
切
り
た
る
が
明
治
維
新
と
せ
ば
、
其
の
指
導
理
念
は
江
戸
時
代
の
國
學
に
求
め
得
べ
し
。
維
新

政
府
は
西
洋
式
の
大
學
の
設
置
を
企
圖
し
、
幕
府
の
昌
平
黌
を
し
て
、
國
・
漢
學
、
延
い
て
人
格
陶
冶
の
專
攻
學
部
ら

し
め
ん
と
大
學
南
校
と
し
て
開
設
す
る
も
、
國
漢
の
兩
者
勢
力
爭
ひ
に
終
始
し
、
遂
に
廢
校
と
な
り
、
爾
後
の
學
問
的

發
展
停
滯
し
、
折
角
日
露
戰
役
に
勝
利
し
、
維
新
の
目
的
を
達
成
す
る
も
、
續
く
二
十
世
紀
に
入
る
や
未
消
化
部
分
の

殘
る
歐
米
文
化
體
得
者
主
導
の
文
化
形
成
が
進
む
に
至
れ
り
。
其
の
理
念
こ
そ
自
然
科
學
を
大
成
せ
し
め
た
る
普
遍
主

義
に
し
て
、
最
終
的
に
世
界
政
府
、
世
界
共
通
言
語
を
目
指
せ
れ
。
然
れ
ど
、
前
者
は
我
が
國
の
指
導
的
關
與
の
可
能

性
無
き
に
し
も
あ
ら
ず
と
は
い
へ
、
後
者
は
日
本
語
が
主
體
的
と
な
る
可
能
性
絶
無
の
中
、
せ
め
て
表
記
體
系
を
取
敢

へ
ず
歐
米
言
語
に
共
通
せ
し
め
ん
と
し
て
、
明
治
三
十
五
年
に
は
早
く
も
「
音
標
文
字
」
の
採
用
を
目
指
す
國
語
調
査

委
員
會
が
文
部
省
に
設
置
せ
ら
る
。
是
は
一
種
の
國
是
と
な
り
て
、
各
界
の
指
導
者
に
よ
る
國
語
改
革
の
提
案
多
數
あ

る
も
、
實
現
に
は
至
ら
ざ
り
け
り
。
前
の
大
戰
敗
戰
の
翌
年
「
現
代
か
な
づ
か
い
」
竝
び
に
「
當
用
漢
字
」
が
一
擧
に

告
示
と
な
り
、
戰
後
の
表
記
を
規
定
せ
る
も
、
餘
り
に
も
唐
突
の
感
あ
り
て
、
從
來
の
表
記
を
繼
承
す
べ
し
と
す
る
派

と
、
更
に
之
を
進
め
て
ロ
ー
マ
字
化
へ
進
ま
ん
と
す
る
派
と
の
間
に
激
烈
の
論
爭
生
ず
る
に
至
る
。
然
れ
ど
こ
の
論
爭

は
傾
向
と
し
て
互
ひ
に
他
を
貶
し
む
る
多
く
、
寧
ろ
之
を
分
斷
制
壓
の
具
と
し
て
行
政
當
局
を
利
し
、
更
に
通
信
の
電

網
化
に
よ
り
歐
米
言
語
主
導
の
普
遍
的
規
格
へ
の
適
合
を
急
ぐ
。。

二
十
一
世
紀
に
至
り
、
地
球
環
境
保
全
の
面
よ
り
種
の
多
樣
性
が
見
直
さ
ら
る
ゝ
に
及
び
、
普
遍
文
化
を
標
榜
せ
る

地
球
一
極
主
義
に
對
す
る
反
省
が
表
面
化
し
、
英
國
の
脱
退
、
米
國
に
於
け
る
ト
ラ
ン
プ
政
權
の
誕
生
な
ど
、
民
族
、

EU

文
化
の
多
樣
性
尊
重
の
機
運
生
ず
。
主
題
の
教
育
基
本
法
改
正
は
其
の
先
驅
性
を
高
く
評
價
す
べ
き
な
り
。

但
し
、
改
正
の
要
點
た
る
「
傳
統
の
繼
承
」
は
未
だ
緒
に
就
か
ず
。
義
務
教
育
の
時
間
は
既
に
滿
杯
、
と
て
も
の
事

に
之
に
割
く
餘
裕
な
し
。
尤
も
傳
統
の
繼
承
は
其
の
文
化
を
擔
ふ
世
代
が
次
世
代
に
向
け
行
ふ
も
の
な
れ
ば
、
敢
て
教

育
行
政
に
頼
ら
ず
、
各
個
人
が
夫
々
の
流
儀
に
て
傳
ふ
べ
き
な
り
。
傳
統
の
繼
承
は
即
ち
古
典
の
繼
承
な
り
。
中
學
、

高
校
に
於
け
る
古
典
學
習
の
み
に
て
は
、
次
世
代
へ
の
傳
承
覺
束
な
か
ら
め
ば
、
在
野
の
篤
志
家
の
養
成
と
奮
起
に
期

待
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
そ
の
際
再
び
表
記
の
問
題
發
生
の
可
能
性
あ
る
も
、
「
現
代
仮
名
遣
い
」、
「
常
用
漢
字
」
共
に
其

の
告
示
に
「
個
々
人
の
表
記
に
ま
で
及
ぼ
さ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
あ
る
を
も
て
、
徒
ら
の
論
爭
を
避
け
、
古

典
傳
承
の
一
點
に
集
中
せ
ば
、
目
的
達
成
は
期
し
て
待
つ
べ
し
。

最
近
の
象
徴
的
事
例
と
て
、
カ
ー
リ
ン
グ
な
る
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
古
く
發
祥
の
竸
技
、
我
が
國
に
て
は
知
る
人

も
尠
く
、
竸
技
者
は
公
共
の
援
助
も
殆
ど
な
く
、
技
術
指
導
も
專
ら
篤
志
家
の
好
意
に
頼
る
状
況
な
る
も
、
今
年
の
平

昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
て
日
本
チ
ー
ム
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
や
、
カ
ー
リ
ン
グ
を
知
ら
ぬ
人
無
き
に
等
し
。
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こ
の
趨
勢
「
傳
統
の
繼
承
」
に
も
幸
を
齎
す
は
當
に
言
靈
の
幸
な
る
べ
し
。。

さ
き
は
ひ

（
平
成
三
十
年
六
月
二
十
七
日
受
附
）
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